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　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
冬
は
、
温
暖
で
、
町
民
の
皆

様
に
は
、
お
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
、
皇
太
子
殿
下
が
全
国
育
樹
祭

の
折
に
ご
訪
問
さ
れ
た
金
山
小
学
校
の
読

み
聞
か
せ
の
様
子
を
「
歌
会
始
」
で
お
詠

み
下
さ
る
な
ど
、
年
明
け
早
々
か
ら
明
る

く
、
町
民
を
勇
気
づ
け
る
出
来
事
か
ら
一

年
が
始
ま
り
、
ス
キ
ー
を
始
め
ス
ポ
ー
ツ

で
も
良
い
知
ら
せ
が
続
き
、
さ
ら
に
は
一

年
を
通
じ
大
き
な
災
害
や
事
故
も
な
く
金

山
町
の
九
十
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
一
年
で

は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　町
議
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
選
の
年

で
あ
り
三
名
の
議
員
が
交
代
し
、
新
た
な

体
制
で
「
存
在
感
の
あ
る
議
会
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
町
民
の
皆
様
か
ら
、
よ

り
身
近
な
議
会
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
と

感
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
議
会
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　今
、
地
方
で
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、
地
方
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に
よ

る
総
合
戦
略
を
策
定
し
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
的
方
向
を
模
索
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
T
P
P
交
渉
の
大
筋
合
意
を

受
け
て
、
町
の
農
業
・
農
村
を
守
り
豊
か

な
地
域
社
会
を
次
代
に
引
く
継
ぐ
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
中
、
町
で
は
過
疎
債
を
活
用

し
た
財
政
負
担
の
少
な
い
新
た
な
企
業
誘

致
策
に
よ
り
、
町
内
に
企
業
立
地
さ
れ
る

な
ど
、
雇
用
や
定
住
に
明
る
い
方
向
性
も

見
え
て
お
り
、
今
後
の
展
開
に
期
待
す
る

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　結
び
に
、
議
会
報
告
会
で
の
ご
意
見
や
、

町
民
の
皆
様
の
声
に
議
員
一
同
真
摯
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆

様
の
さ
ら
な
る
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
民
ひ
と
り
一
人
が

元
気
で
明
る
く
輝
け
る
年
と
な
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

金
山
町
議
会
議
長

柴

田

清

正

平
成
二
十
八
年
一
月
吉
日

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

 ｢
存
在
感
の
あ
る
議
会｣

を
目
指
し
て
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　青
森
県
の
龍
飛
岬
か
ら

東
津
軽
に
連
な
り
、
北
海

道
新
幹
線
の
本
州
最
北
端

の
駅
が
あ
る
今
別
町
を
除

き
、
そ
の
先
に
あ
る
三
厩

村
と
東
津
軽
に
位
置
す
る

平
館
村
・
蟹
田
町
が
平
成

１７
年
３
月
２８
日
に
合
併
し

た
人
口
６
７
２
８
人
の
町
。

合
併
後
の
議
員
数
は
３２
名

で
あ
っ
た
が
、
現
在
１１
名

に
定
数
を
削
減
し
た
。
町

立
病
院
は
、
５０
床
で
医
師

は
５
名
体
制
で
救
急
指
定

も
受
け
て
い
る
。

　　
　

　青
森
県
の
最
南
端
に
位

置
し
、
人
口
６
０
７
８
人
、

に
ん
に
く
日
本
一
の
町
と

し
て
有
名
。
平
成
１８
年

「
た
っ
こ
に
ん
に
く
」
地

域
団
体
登
録
認
定
・
商
標

登
録
を
行
い
、
都
内
の
一

流
の
高
級
店
、
有
名
デ
パ

ー
ト
、
量
販
店
な
ど
で
販

売
し
て
い
る
。
ま
た
、
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
開
設
し

て
町
の
情
報
発
信
や
議
会

中
継
も
行
っ
て
い
る
。

　岩
手
県
の
ほ
ぼ
中
央
、

盛
岡
市
と
花
巻
市
の
中
間

に
位
置
し
、
人
口
３
万
３

６
９
６
人
、
議
員
数
２０
人
。

森
林
資
源
の
循
環
の
た
め

木
造
公
共
施
設
や
ペ
レ
ッ

ト
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
。
オ

ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
官
民
複
合
施
設
と
民

間
施
設
が
県
産
材
で
建
設

さ
れ
、
役
場
新
庁
舎
に
は

町
産
の
カ
ラ
マ
ツ
や
杉
が

ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
て

い
る
。
平
成
２６
年
度
か
ら

通
年
議
会
を
導
入
し
て
い

る
。

議
会
活
性
化･

常
任
委
員
会
合
同
研
修

１０
月
２８
日（
水
）〜
３０
日（
金
）

県
道
「
稲
沢
・
下
野
明
線
」

　
　
　
　
　
　整
備
促
進
を

　１１
月
１３
日
（
金
）
鈴
木
町
長
と
議
会
を
代
表
し
て
柴

田
議
長
が
山
形
県
最
上
総
合
支
庁
に
出
向
き
、
阿
部

清
総
合
支
庁
長
を
は
じ
め
と
す
る
建
設
部
幹
部
に
対

し
、
県
道
「
稲
沢
・
下
野
明
線
」
の
整
備
促
進
の
要

望
を
行
っ
た
。
具
体
的
な
要
望
事
項
は
次
の
と
お
り
。

①
松
の
木
交
差
点
か
ら
安
沢
ま
で
児
童
の
通
学
路
と

　な
っ
て
い
る
区
間
の
歩

　道
設
置

②
松
の
木
交
差
点
か
ら
稲

　沢
交
差
点
の
区
間
で
１

　車
線
と
な
っ
て
い
る
道

　路
の
２
車
線
化

③
稲
沢
交
差
点
の
右
折
用

　車
線
の
新
設

④
冬
期
間
の
適
切
な
除
排

　雪区
長
と
議
員
の
語
る
会
（
11
月
24
日
）

　農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

「
区
長
と
議
員
の
語
る
会
」
が

開
催
さ
れ
、
議
員
全
員
が
出
席

し
て
区
長
と
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
松
田
順
一
区
公
連
会
長
と

柴
田
議
長
が
挨
拶
を
し
た
後
、

議
員
全
員
が
町
の
主
要
施
策
に

つ
い
て
の
考
え
を
述
べ
、
活
発

な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

外
ヶ
浜
町

（
合
併
後
の
議
会
運
営

・
町
立
病
院
の
運
営
）

田
子
町
（
に
ん
に
く
栽

培
に
よ
る
農
業
振
興
・

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ

る
情
報
発
信
）

紫
波
町

（
通
年
議
会
・
オ
ガ
ー

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

　常
任
委
員
会
が
所
管

す
る
事
項
に
つ
い
て
識

見
を
広
め
、
町
の
課
題

や
農
業
振
興
方
策
及
び

議
会
活
動
の
活
性
化
を

図
る
た
め
青
森
県
外
ヶ

浜
町
、
田
子
町
、
岩
手

県
紫
波
町
を
視
察
し
た
。

外
ヶ
浜
町
合
併
後
の
議
会
運
営

紫
波
町
通
年
議
会

田
子
町
図
書
館
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
視
察

阿部清最上総合支庁長をはじめ幹部へ要望活発な意見交換「区長と語る会｣


